
義務教育学校「みどりの杜 木城学園」学校経営方針 

  

１ みどりの杜 木城学園について 

  本校の前身である木城小学校及び木城中学校は、それぞれに創立以来営々として優れ 

た伝統や格調高い校風を築き、特色ある学校づくりを行ってきた。また、町教育委員会 

においては平成２３年度から小中一貫教育の推進を主要施策に位置付け、各校において 

は児童生徒の一人ひとりの個性や能力を最大限に伸ばすための取組等を進めてきた。 

このような地道な取組を基盤に、本年度から義務教育学校「みどりの杜 木城学園」 

として新たにスタートする。両校の歴史と伝統を受け継ぎ発展させていくために、新設

された施設一体型の校舎において、教育目標や教育課程に一貫性をもたせた「木城なら

ではの教育」を学校と家庭と地域が一体となって推進していくこととし、次の校是･校訓

を基に学校経営を行う。 

 

２ 校是・校訓 

校是 「夢を抱き元気なあいさつと笑顔があふれ子どもの生命と瞳が輝く学校」 

校訓 「立志」  

 

３ 教育目標 

 

 

 

 

 

 

４ 経営の基本方針 

  ｢宮崎県教育基本方針｣及び｢木城町教育大綱・教育基本構想｣を踏まえ、以下の２点を基本方針

とする。       

(1) ９年間を見通した活力と創造に満ちた組織的な教育活動や、系統性･連続性のある教育活 

動の展開による、社会性や調和のとれた人間性の育成を図る。 

 

 

 

 

(2) 学校づくりは地域づくり、地域づくりは学校づくりの考え方の基、家庭や地域、企業・ 

団体等と連携･協働した教育活動を推進し、学校・家庭・地域がともに学び合い育ち合う 

「木城ならではの教育」による、ふるさとを愛する心情や態度の育成を図る。 

 

 変化の激しい社会を生き抜いていくためには、自ら考え行動し自己の未来を切り拓いていく力が必要であ

り、時代が変わろうとも、「夢をもち、夢実現に向けて努力を重ねること」は大切な営みである。本校では

今後も「志を立てて努力する力」を育成する教育活動を大切にし、推進することから、校訓として設定した。 

学校を核とした地域づくり 

（ 地 域 学 校 協 働 本 部 ） 

地域と共にある学校づくり 

（コミュニティ･スクール） 

大人も子どもも学び合い

育ち合う教育体制の構築 

 ふるさと木城を愛し ・・・・  ・ 〔地域・家庭・学校の思い〕 
 目標をもって主体的に学び  ・〔知〕 
 思いやりとやさしさのある・・・   〔徳〕 
 心身共にたくましい・・・  ・   〔体〕 
 児童生徒を地域と共に育成する    〔地域・家庭・学校の思い〕 

 

 

第Ⅰステージ(基礎期) 

(第 1学年～第４学年) 

第Ⅲステージ(発展期) 

(第８学年～第９学年) 

第Ⅱステージ(充実期) 

(第５学年～第７学年) 



【めざす子ども像】 
■ふるさとを愛し、大切にできる子ども  （ふるさとに貢献できる子ども） 
■自ら学び、考え、行動し、学びあうことができる子ども      〔知〕 
■やさしく思いやりがあり、あいさつのできる子ども        〔徳〕 
■心と体を鍛え、心身共に元気な子ども              〔体〕   

５ めざす像  

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 特色ある教育活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本校ならではの取組 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす学校像】 

○学ぶ楽しさがあふれる学校     （夢実現を図る学校）  ・〔知〕 

○やさしさとあいさつがあふれる学校 （笑顔いっぱいの学校）・・〔徳〕 

○明るく元気があふれる学校     （安心･安全な学校）・ ・・〔体〕 

 

【めざす教職員像】 
■豊かな人間性と教育愛にあふれた 

  学び続ける教職員 

 

■子ども一人一人を認め大切にする 

  教職員 

 

■地域や保護者の願いや思いに応える 

  教職員 

 

 

【めざす家庭像】 
■基本的生活習慣をしっかりと身に 

付けさせる家庭 

 

■思いやりの心など人権を大切にする 

心を育てる家庭 

 

■学校や地域と協力し子どもを育み 

子どもと共に成長する家庭 

 

 

【めざす地域像】 
■子ども達が学びを活かし、活躍でき

る教育活動を積極的に支援する地

域住民 

■一人一人を大切にしながら多様な

世代が共に学び続け、成長する地域

住民 

■「愛されるふるさと木城」を創るた

めに、子ども達と共にまちづくり活

動に貢献する地域住民 

キータイム 

 

 

 

 

 

外国語教育

 

ＩＣＴ教育 

 外国語活動と英語科とのスムーズな接続に留意しながら、英語によるコ

ミュニケーション能力を高めるとともに、自国の文化理解と外国語や外国

の文化に対する理解と尊重する態度の育成に取り組む。 

 ＩＣＴを活用した学習指導の充実を図るとともに、子ども達が情報や情

報手段を主体的に選択し活用していくための基礎的な資質（情報活用能

力）の育成やプログラミング教育の円滑な導入に取り組む。 

 子ども達が地域や社会に関心をもち「ふるさと木城」への誇りと愛着を

高め、地域に主体的に関わろうとする態度を育成するとともに、９年間を

通して自分の生き方や進路を考え、将来を切り拓いていく能力の育成に地

域とともに取り組む。 

合同行事 

異学年交流等        

 

 

教科担任制 

学年担任制   

５年生から全教科での教科担任制（１～４年生は専科制の導入）を導入し、

専門性を活かした学力向上と細かな児童生徒理解と対応による生徒指導の

充実を図る。また、学年担任制を段階的に導入し、児童生徒の実態把握の  

さらなる充実やきめ細かな対応を図る。 

 

合同行事や異学年交流を計画的に実施し、豊かな人間性やコミュニケー 

ション能力を育成する。また、保育園との連携を図り長期的な視点に立った 

教育の充実を図る。 

 

（ふるさと・キャリア教育） 


